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　令和５年３月３１日現在、留萌市内
１３５町内会（自治会含む）のうち
６１町内会で自主防災組織が設置され
ており、各自主防災組織では、地域の
安全・安心を守るため、日常的に防災
活動を実施されています。

・災害発生前
　→防災備蓄品の購入・管理
　→災害を想定した防災訓練
　→地域住民への防災

・災害発生時
　→地域住民の安否確認
　→救出、救護、消火活動
　→避難誘導、要配慮者支援

●自主防災組織の役割●自主防災組織の役割

自主防災組織を自主防災組織を
結成してみませんか結成してみませんか

　共助の一環である「自主防災組織」とは、主に町内会や自治会が母体となって、
「自分達の命や、地域は自分達で守る」という考えのもと、地域住民が自主的
に連携して防災活動を行う組織のことをいいます。

「自主防災組織」の主な役割として、

　「共助」とは、災害時に避難の支援を要する方に協力したり、地域の方々と救護作業
を行ったりなど、地域での助け合いのことを言います。
　日本各地で発生した大規模災害の際には、「共助」、つまり地域住民が協力して行った
助け合いの避難活動により、多くの尊い命が救われました。

（令和５年３月３１日現在）

などが挙げられます。

■自主防災組織組織設置率

　市では、地域防災力の向上に向け、自主防災組織の結成を推進
しています。

●共助の意味合い●共助の意味合い

●自主防災組織の役割●自主防災組織の役割
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「自主防災組織の設置方法」、「自主防災組織の活動内容」に関する詳細などは、市・危機
対策室（電話：56-5005）までお問い合わせください。

◎

　すでに自主防災組織を結成されている町内会におかれましては、日ごろから防災活動を実
施いただいているかと思いますが、もし活動できていない場合は、下記「自主防災組織の活
動事例」を参考に、積極的な活動をよろしくお願いいたします。

　防災備蓄食料品を購
入し、実際に調理する
ことにより、備蓄食料
品の知識・取り扱い方
法を習得。

　防災備品を購入し、それら
の取扱い説明会を実施するこ
とにより、防災備品の知識・
取り扱い方法を習得。

防災備蓄食料品購入&体験 防災備品購入&取扱い説明会

　自主防災組織の設置に向
けて、町内会の総会や役員
会などの場で、会長や防災
担当などが主導となり、話
し合いましょう。

総会・役員会の場で
　協議 　自主防災組織設置規約や

活動計画を役員会などの場
で相談しながら作成しまし
ょう。
※ひな形は市・危機対策室
　にご用意しております。

規約や活動計画の作成

　自主防災組織設置届（規
約、町内会連絡網等などの
添付書類含む）を市・危機
対策室に提出しましょう。

自主防災組織設置届
　を提出

自主防災組織結成までの流れ

　市内１３５町内会のうち、まだ自主防災組織を結成されていない町内会におかれ
ましては、下記の「自主防災組織結成までの流れ」を参考に、結成についてぜひご
検討ください。

　もしかしたら、「自主防災組織の結成なんて、難しそうだし、とてもじゃないけ
どできない」と考えられるかもしれませんが、まずは「町内会連絡網の整備」や「防
災部門の新設」など、取り組みやすいところから始めてみましょう。
　また、市も結成に向けてご協力いたしますので、まずはお気軽にご相談ください。

●自主防災組織の活用事例●自主防災組織の活用事例
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